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― 4 ― 
の独立運動の一方の指導者で、苛烈なイギリス帝国主義批判を提起したダーダーバーイー・ナ
オロージーに言及しています。興味深いことに、このダーダーバーイーによるイギリス帝国主

























































































































































































です）。すなわち①徳と不徳（dharm & adharm：一－40）、②生と死（janm & mrityu：二－
27）、③行為と結果（karm & phal：二－47）、④理論家と実践家（jnani & yogi：三－3）、⑤
義務の履行と不履行（dharm & adharm：三－35）、⑥善人と悪人（sadhu purush & dushit 
karm：四－8）、⑦賢者と愚者（panditjan & murkhlog：五－4）、⑧友と敵（mitr & shatru：
六－5，6）、⑨梵（ぼん）、つまり人間の創造神たる宇宙と万物（brahma & paramatma：八
―3）、⑩動と不動（charachr jagat：一一－43）、⑪梵、女陰と精子（brahma, yoni & bij：一
































































































































同六巻、二〇〇三、三五頁〔Jawaharlal Nehru, Glimpses of World History, Vol. II, 















  また本稿では、サンスクリット語とヒンディー語の対訳版の Shrimadbhagavadgita, 
Gitapress, Gorakhpur, Sanwat 1987, 296 pp.を利用しました。 
(11)  Jha, D. N., Early India-A Concise History, Manohar, New Delhi, 2004, pp. 143～145. 
(12)  Miller, Barbara Stoler, Bhagavad Gita in Encyclopedia of Asian History, Vol. I, 
Charles Scribner’s Sons, New York, 1988, pp. 153 – 154.  
(13) 『バガヴァッド・ギーター』鎧訳・同解説、注（9）、二二八～二二九頁。 
(14)  Jha, op. cit., p. 49. 
(15)  饒平名・自筆略歴、七～八頁。 
(16)  岡本 厚「普天間基地問題とは何か」『歴史評論』七二六号、二〇一〇・一〇、75～81
頁。 
(17) 「過去から未来 引いた視点で」『東京新聞』夕刊、二〇一〇・九・二七。尚、合わせて大
城『琉球処分』講談社文庫、二〇一〇〔一九七二〕参照。 
